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『年報フランス研究』執筆規定
1執筆資格
1)関西学院大学文学部フランス文学科専任教員・非常勤教員・元専任教員
2)関西学院大学文学部フランス文学科大学院生・元大学院生
2執筆内容
3募 集
応募方法
募集期間
申し込み先
採  否
4原 稿
様  式
枚  数
締 切 日
提 出 先
採  否
5発行の日付
論文,研究ノート等
「『年報フランス研究』執筆申し込み書」による
4月1日～4月30日
関西学院大学文学部フランス文学科内
『年報フランス研究』担当教員
受理するか否かはフランス文学科会議が決定する
ワープロ (原稿作成要領を参照のこと)
和文 :35桁27行13枚以下
仏文 :半角70桁25行13枚以下
(400字詰原稿用紙30枚相当)
10月31日
関西学院大学フランス文学科内
「年報フランス研究』担当教員
原稿の採否はフランス文学科会議が決定する
12月25日
関西学院大学フランス学会規約
第1条 本会の名称は関西学院大学フラ
ンス学会とする。
第2条 本会の事務所は関西学院大学フ
ランス文学研究科に置く。
第3条 本会の会員には次の者がなれ
る。
l.正会員
a.関西学院大学フランス文学科の
専任教員と卒業生。
b.関西学院大学大学院文学研究科
フランス文学専攻の学生と卒業
生。
2。 推薦会員
第3条1項以外の者で,本会の委員
会の推薦を得て,総会により承認さ
れたもの。
第4条 本会は会員相互の協力によリフ
ランス語及びフランス文学の学問的研
究と,研究成果の交流を目的とする。
第5条 本会は前条の目的を達成するた
めに次の事業を行う。
1.研究会の開催。2.研究機関誌の
発行。3。 その他の必要な事業。
第6条 本会に会長及び編集,会計,会
計監査の各委員を置く。会長はフラン
ス文学科の主任教授がこれに当り,各
委員は会員中より互選する。
第7条 会長及び各委員は委員会を構成
する。
第8条 本会の研究機関誌の編集責任は
フランス文学科の専任教員が負う。
第9条 本会の総会は年一回以上開催
し,委員の選出,会計報告の承認,重
要事項の議決を行なう。
第10条 本会の総会は大学院学生会員と
専任教員会員の過半数の出席により成
立する。
第H条 本会の運営は会員の会費 (年額
1,000円)及び有志よりの寄付金を以て
これをなし,会計報告は総会で会計委
員が行う。
第12条 本会の会則は委員会と総会の3
分の2の賛成を得て改正される。
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